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 [授業の概要・目的]
　本授業では、古代から現代に至る日本の文化を、文学、歴史、哲学、美術の多方面から捉え、考
察して行く。長い歴史を経て、日本のさまざまな文化的所産がいかに形成され、また時代の流れと
ともにいかに変貌を遂げてきたかを考え、理解を深めることを目的とする。

 [到達目標]
・日本文化の根幹の一つを成す日本文学に造詣を深め、その特徴を理解できるようになる。上代か
ら現代に至る主要な作品を読解しつつ、文体や思想、時代背景について理解を深める。
・江戸末期から明治期にかけて、日本の美術が、どのように西洋芸術から影響を受け、変化してい
ったかを理解できるようになる。
・江戸期に生まれた「いき」という日本的な美の価値観に対し、近代の思想家がどのような解釈を
行ったか、またどのように自文化を捉えようとしたかについて考察し、理解を深める。

 [授業計画と内容]
授業計画は以下のとおりである。

・第1週～5週　日本の古典文学（5回）【国際高等教育院准教授　湯川　志貴子】
『萬葉集』、『伊勢物語』、『徒然草』など、上代から近世までの日本の代表的な古典を扱う。毎
回、対象作品（抜粋）を読解しつつ、恋愛、美などといった、普遍的なテーマに対する日本人の観
念や価値観について考える。原文と現代語訳を用いながら、各作品の内容やあらすじを把握すると
ともに、時代背景の基礎知識を身につけることを目指す。重要な文学的概念、文学的技法や修辞法
なども適宜紹介する。
第1週～2週　古代日本における通い婚━『萬葉集』を例に━
第3週～4週　日本の古典に見る恋愛━『伊勢物語』の「心なさけあらむ男」━ 
第5週　「花はさかりに、月はくまなきをのみ見るものかは」━兼好の美意識と恋愛観━

・第6週～10週　日本の近現代文学（5回）【国際高等教育院特定准教授　佐々木　幸喜】
本講義では近現代文学を扱う。明治から現代に至る、この150年余りの間に、数多くの文学作品が
登場した。
それらは、時代を取り巻く思想や制度、表現と密接に関わり合いながら生み出されたものである。
本講義では、京都を舞台とした小説を数編ずつ取り上げ、実際に読解しながら、基本的な分析概念
も紹介する。
文学者と京都との関わりに着目するとともに、「文化」の枠組みを考えてみたい。
第6・7週　「文学」あるいは「小説」とは何か、作家と京都―明治・大正編
第8・9週　作家と京都―明治・大正編
第10週　作家と京都―昭和・平成編

・第11週～12週（予定）　近世・近代美術史（2回）【地球環境学堂教授　高階　絵里加】

日本の歴史と文化(2)へ続く↓↓↓



日本の歴史と文化(2)

日本の近代美術と西洋： 19世紀半ば、長い鎖国ののち西洋に向けて大きく門戸を開いた日本では、
あらゆる分野に西洋化の波が押し寄せたが、美術もまた例外ではなかった。江戸末期から明治期に
西洋芸術の概念や技法にであい、大きく変化した日本の美術について、絵画を中心にスライドで具
体的な作品を見ながら考える。

・第13週～14週　近代日本の美意識（2回）【国際高等教育院非常勤講師　守津　隆】
本講義では、美的感覚という一側面をとりあげ、日本的な美の価値観について、近代日本の哲学者
である九鬼周造がどのような解釈をおこなったかを見て行く。日本的な美の価値基準といっても、
「あはれ」や「わび、さび」などを始めとして非常に多いが、九鬼が注目したのは江戸期に生まれ
た価値である「いき」である。そこでまず、「いき」という独特な美的価値観を理解していくため
に、「いき」な事象の実例を見て行くことから始め、次に「いき」というものを九鬼がどのように
扱おうとしたか、その方法を確認していく。その上で、じっさいに九鬼の「いき」の解釈について、
その内容を紹介していく。これらを通じて、近代日本の思想家がどのように自文化を理解しようと
したか、その理解の仕方の特質は何か、考えていくことを目指す。

・第15週　期末試験 
・第16週　フィードバック

 [履修要件]
日本語・日本文化研修留学生限定

 [成績評価の方法・観点]
「参加態度」30％、「課題」20%、「期末試験」50％で評価する。

 [教科書]
資料を配付する。
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
事前に配付した資料は必ず読んでくること。

 [その他（オフィスアワー等）]
授業について質問等がある学生は本授業コーディネーター（湯川志貴子）のオフィス・アワーを利
用してください。


